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ラ
ケ
ル
部
族
と
レ
ア
部
族

宇

野

光

雄

　
筆
者
は
か
っ
て
、
論
文
「
イ
ス
ラ
エ
ル
宗
教
連
合
北
大
交
学
部
紀
要
八
号
」
に
お
い
て
、
一
、
イ
ス
ラ
エ
ル
宗
教
連
合
の
成
立
二
、
そ

の
構
造
三
、
そ
の
特
質
に
つ
い
て
論
究
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
、
　
一
、
イ
ス
ラ
エ
ル
宗
教
連
合
の
成
立
に
関
し
て
は
M
・
ノ
…

ト
の
学
説
に
も
と
ず
き
つ
つ
、
こ
の
民
族
が
十
二
部
族
の
宗
教
連
合
と
し
て
、
パ
レ
ス
テ
ィ
ナ
に
お
い
て
は
じ
め
て
成
立
し
た
こ
と
を
考

察
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
考
察
に
お
い
て
S
・
モ
ー
ヴ
ィ
ン
ケ
ル
が
、
ノ
ー
ト
の
十
二
部
族
宗
教
逮
虚
説
に
反
対
し
、
十
鵠
族
の
宗
教
連

合
で
あ
っ
た
と
主
張
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
こ
の
点
に
つ
い
て
、
「
註
」
を
附
し
て
お
い
た
。
　
（
上
掲
拙
稿
、
二
六
頁
、
一
一
…
一
頁
参
照
）
し
か

し
、
紙
数
の
関
係
上
、
上
記
論
文
に
お
い
て
は
、
モ
ー
ヴ
ィ
ン
ケ
ル
の
論
究
を
、
そ
れ
以
上
取
扱
う
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
の
で
、
こ
の

機
会
に
、
こ
こ
で
再
び
こ
の
間
題
を
取
り
あ
げ
考
察
し
て
み
た
い
と
思
う
。

　
こ
こ
で
取
り
あ
げ
る
S
・
モ
ー
ヴ
イ
ン
ケ
ル
の
論
文
は
、
ω
梱
潔
〇
三
三
お
押
出
鶴
島
色
訟
舘
一
昌
B
Φ
⊆
巳
ピ
Φ
器
雷
①
八
丁
ρ
＜
o
コ
¢
ぴ
q
錠
三
園
。
び
ρ
彊
B
夷
欝
”

　
ご
」
飢
霞
鋤
①
α
q
①
N
湿
潤
》
H
＃
漢
籍
露
0
9
財
。
ゲ
。
雛
。
昌
匹
》
開
。
識
o
p
一
蹴
冨
。
ゲ
①
β
句
○
拳
。
ゲ
¢
ご
σ
q
（
○
・
切
冴
。
。
臨
鮎
襲
）
で
本
文
括
弧
内
の
票
数
は
、
こ
の
本
の
葭
笛
を
示
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
モ
ー
ヴ
ィ
ン
ケ
ル
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
連
索
が
宗
教
連
合
と
し
て
成
立
し
た
と
震
う
ノ
ー
ト
の
学
説
を
承
認
す
る
。
し
か
し
、
ノ
…
ト
が

十
二
都
族
の
宗
舎
連
合
と
し
て
成
立
し
た
と
言
う
こ
と
に
反
対
す
る
。
即
ち
連
合
の
長
言
部
族
数
は
「
十
二
」
で
な
く
「
十
」
で
あ
っ
た

と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
（
一
三
七
頁
）
そ
れ
で
は
、
如
何
な
る
根
拠
に
も
と
ず
い
て
、
ノ
ー
ト
の
十
二
部
族
説
に
反
対
し
て
十
部
言
説
を

提
鴨
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
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ノ
ー
ト
が
、
イ
ス
ラ
エ
ル
が
十
二
部
族
の
宗
教
遮
合
と
し
て
成
立
し
た
こ
と
を
論
証
す
る
に
あ
た
っ
て
史
料
と
し
て
考
察
の
対
象
に
し

た
も
の
は
、
形
式
を
異
に
す
る
二
つ
の
部
族
の
リ
ス
ト
で
あ
る
。
即
ち
、
そ
の
一
つ
は
、
創
世
記
二
九
章
三
一
節
以
下
の
族
長
の
生
誕
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
　

語
、
四
九
章
の
ヤ
コ
ブ
の
祝
福
に
記
録
さ
れ
て
い
る
、
ル
ベ
ソ
、
シ
メ
オ
ン
、
レ
ビ
、
ユ
ダ
、
イ
ッ
サ
カ
ル
、
ゼ
ブ
ル
ン
、
ダ
ン
、
ガ
ド
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　

ア
セ
ル
、
ナ
フ
タ
リ
、
ヨ
セ
ブ
、
ベ
ニ
ヤ
ミ
ン
で
あ
り
、
他
は
、
冊
数
記
二
六
章
の
部
族
の
リ
ス
ト
、
即
ち
、
　
ル
ペ
ン
、
　
シ
メ
オ
ン
、

ロ
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ガ
ド
、
ユ
ダ
、
イ
ッ
サ
カ
ル
、
ゼ
ブ
ル
ン
、
マ
ナ
セ
、
エ
フ
ラ
イ
ム
、
ベ
ニ
ヤ
ミ
ン
、
ダ
ン
、
ア
セ
ル
、
ナ
フ
タ
リ
で
あ
る
。
（
傍
点
は
筆

者
）
ノ
ー
ト
は
、
こ
の
形
式
を
異
に
す
る
部
族
の
リ
ス
ト
を
、
そ
れ
ぞ
れ
連
合
時
代
（
士
師
時
代
）
の
あ
る
時
期
に
お
け
る
構
成
部
族
を

示
し
て
い
る
と
推
定
し
、
こ
う
し
た
形
式
の
相
違
を
考
察
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
連
合
の
状
態
を
明
ら
か
に
し
ょ
う
と
し
た
。
（
上
掲
拙
稿

二
五
頁
以
下
参
照
）
そ
し
て
、
第
一
の
形
式
と
比
較
す
る
と
き
、
第
二
の
形
式
で
は
、
レ
ビ
の
名
が
欠
け
、
そ
の
位
置
を
ガ
ド
が
占
め
、

更
に
ヨ
セ
ブ
の
分
賦
で
あ
る
マ
ナ
セ
、
エ
フ
ラ
イ
ム
（
創
世
記
四
八
章
）
が
独
立
し
た
部
族
と
し
て
ヨ
セ
ブ
の
位
置
を
占
め
て
い
る
こ
と
に

注
目
し
、
恐
ら
く
こ
う
し
た
事
態
ぱ
t
レ
ビ
部
族
は
、
わ
れ
わ
れ
の
知
り
得
る
歴
史
時
代
に
は
部
族
と
し
て
存
在
し
な
か
っ
た
こ
と
が

明
ら
か
で
あ
る
か
ら
（
ノ
ー
ト
は
、
こ
こ
か
ら
第
一
の
形
式
を
第
二
の
形
式
よ
り
も
古
い
時
代
に
属
す
も
の
と
考
え
た
）
一
こ
の
連
合
が

そ
の
構
成
員
と
し
て
十
二
部
族
を
保
持
す
る
た
め
に
と
っ
た
措
置
を
物
譜
る
も
の
と
考
え
、
こ
こ
か
ら
、
こ
の
連
合
に
と
っ
て
、
こ
の
十

二
の
数
が
、
連
合
喜
続
め
た
め
に
必
須
の
条
件
で
あ
っ
た
と
判
断
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
更
に
、
ノ
ー
ト
は
翻
世
記
二
九
章
一
　
節
以
下

の
十
二
族
長
の
生
誕
物
語
か
ら
、
こ
れ
ら
の
部
族
が
、
レ
ア
六
部
族
、
ラ
ケ
ル
ニ
部
族
、
そ
の
他
四
部
族
の
三
つ
の
部
族
群
に
区
分
さ
れ

る
こ
と
に
注
嬉
し
、
こ
の
部
族
群
は
そ
れ
ぞ
れ
他
の
群
に
比
べ
て
、
そ
の
構
成
部
族
は
よ
り
緊
密
な
間
柄
に
あ
っ
た
と
推
測
し
、
こ
う
し

た
推
測
に
も
と
ず
い
て
考
察
を
進
め
、
以
下
の
よ
う
な
仮
説
を
提
起
し
た
の
で
あ
る
。
即
ち
、
か
っ
て
南
方
沙
漠
地
帯
で
崇
拝
さ
れ
て
い

た
ヤ
ハ
ウ
ェ
を
、
こ
の
神
と
の
契
約
を
通
し
て
己
が
神
と
し
て
受
容
し
た
集
団
（
氏
族
群
）
の
パ
レ
ス
テ
ィ
ナ
中
央
山
岳
地
帯
へ
の
移
住

後
、
こ
の
集
団
が
中
心
と
な
っ
て
レ
ア
六
部
族
が
成
立
し
、
ま
ず
こ
の
六
部
族
に
よ
る
宗
教
連
合
が
生
じ
、
そ
の
後
、
パ
レ
ス
テ
ィ
ナ
周

辺
を
遊
牧
し
、
エ
ジ
プ
ト
脱
出
時
の
神
の
救
済
体
験
の
伝
承
を
共
通
の
伝
承
と
し
て
も
っ
こ
と
に
な
っ
た
集
団
が
パ
レ
ス
テ
ィ
ナ
に
侵
入
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し
、
そ
の
定
着
に
至
る
経
過
を
通
し
て
諸
部
族
を
形
成
し
、
ま
た
レ
ア
六
部
族
と
の
接
触
を
通
し
て
、
シ
ナ
イ
の
伝
承
と
畠
エ
ジ
プ
ト
の

伝
承
が
結
召
し
、
両
者
の
神
が
結
局
同
一
の
神
に
外
な
ら
な
い
も
の
と
さ
れ
、
こ
こ
に
十
二
部
族
の
参
加
す
る
宗
教
連
合
が
成
立
し
た
の

で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
と
。
そ
の
際
、
ル
ペ
ン
、
シ
メ
オ
ソ
、
レ
ビ
等
は
既
に
弱
体
化
し
て
い
た
が
、
古
き
レ
ア
部
族
群
に
お
い
て
占
め

て
い
た
地
位
、
ま
た
十
二
部
族
野
合
成
立
に
お
い
て
果
し
た
役
割
に
よ
っ
て
そ
の
地
位
が
認
め
ら
れ
、
第
一
の
形
式
の
示
す
地
位
を
得
た

の
で
は
な
い
か
と
。
（
上
掲
拙
稿
置
○
頁
以
下
参
照
）

　
さ
て
、
以
上
の
叙
述
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
ノ
ー
ト
の
十
…
一
部
族
の
宗
教
連
合
説
、
宗
教
連
合
成
立
経
過
に
対
す
る
仮
説
は
、
彼
が

上
記
の
諸
伝
承
を
イ
ス
テ
エ
ル
遵
禽
の
あ
り
方
を
示
す
確
実
な
史
料
と
し
て
取
上
げ
、
こ
の
史
料
に
も
と
ず
い
て
考
察
を
進
め
た
結
果
で

あ
っ
た
。
従
っ
て
、
も
し
上
記
の
諸
伝
承
が
史
料
た
る
価
値
を
失
っ
た
場
合
ぱ
、
ノ
ー
ト
の
十
二
部
族
説
、
レ
ア
六
部
族
か
ら
十
二
部
族

へ
の
形
成
経
過
の
仮
説
も
そ
の
論
拠
を
失
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
モ
…
ヴ
ィ
ン
ケ
ル
が
、
ノ
ー
ト
の
十
二
都
族
譜
に
反
対
し
た
根
拠
は
ま
さ
に
此
の
点
に
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
モ
ー
ヴ
ィ
ン
ケ
ル

は
、
上
記
の
諸
伝
承
を
イ
ス
ラ
エ
ル
謎
合
の
あ
り
方
を
示
す
史
料
と
考
え
な
い
。
ノ
ー
ト
は
史
料
価
値
を
も
た
な
い
資
料
に
も
と
ず
い
て

「
十
二
偏
と
い
う
数
を
出
し
て
い
る
。
従
っ
て
十
二
部
族
説
は
誤
り
で
あ
る
。
連
合
の
構
成
部
族
を
示
す
唯
一
の
史
料
は
、
高
師
記
五
章

の
デ
ボ
ラ
の
歌
で
あ
り
、
こ
こ
に
趨
て
来
る
十
部
族
ー
エ
フ
ラ
イ
ム
、
ベ
ニ
ヤ
ミ
ソ
、
マ
キ
ル
（
マ
ナ
セ
）
ゼ
ブ
ル
ン
、
イ
ッ
サ
カ
ル
、

ナ
フ
タ
リ
、
ル
ペ
ン
、
ギ
レ
ア
デ
　
（
ガ
ド
）
、
ダ
ン
、
ア
セ
ル
ー
の
み
が
士
師
時
代
に
お
け
る
イ
ス
ラ
エ
ル
連
合
の
真
の
構
成
民
族
で
あ

り
、
従
っ
て
イ
ス
ラ
エ
ル
は
十
部
族
の
宗
教
連
合
と
し
て
成
立
し
た
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
（
一
三
七
頁
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

　
そ
れ
で
は
何
故
ノ
ー
ト
が
確
実
な
史
料
と
し
て
取
り
あ
げ
た
上
記
の
諸
伝
承
を
エ
、
ー
ヴ
ィ
ン
ケ
ル
は
、
史
料
と
し
て
の
価
値
を
も
た
な

い
も
の
と
断
定
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
ま
た
も
し
エ
、
ー
ヴ
ィ
ン
ケ
ル
の
言
う
よ
う
に
、
デ
ボ
ラ
の
歌
を
唯
一
の
確
実
な
史
料
と
し
十
部
族

を
主
張
す
る
な
ら
ば
、
　
こ
の
歌
で
、
　
シ
メ
ナ
ソ
（
士
麟
時
代
に
は
既
に
弱
体
化
し
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
う
ち
に
分
散
し
た
と
考
え
ら
れ
る
1
上
掲
拙
稿
二
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六
頁
参
照
）
は
別
と
し
て
も
、
イ
ス
ラ
エ
ル
史
に
お
い
て
最
も
重
要
な
役
割
を
果
す
こ
と
に
な
る
ユ
ダ
部
族
が
欠
け
て
い
る
こ
と
は
、
ど

お
説
明
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

　
以
上
の
よ
う
な
問
題
に
対
す
る
モ
ー
ヴ
ィ
ン
ケ
ル
の
論
考
を
、
8
ユ
ダ
部
族
心
添
数
記
二
六
章
国
創
世
記
二
九
章
三
一
節
以
下
の
十
二

族
長
の
生
誕
伝
承
の
順
に
見
て
ゆ
こ
う
。

6
　
ユ
ダ
部
族

　
ユ
ダ
部
族
は
、
士
師
時
代
を
通
し
て
、
イ
ス
ラ
エ
ル
連
合
の
構
成
員
で
は
な
か
っ
た
。
ユ
ダ
は
本
来
地
名
で
あ
り
、
士
師
時
代
に
は
ユ

ダ
部
族
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
南
方
に
居
住
す
る
諸
氏
族
が
、
ペ
リ
シ
テ
人
に
対
抗
す
る
た
め
、
ペ
リ
シ
テ
人
を
共
通
の
敵
と
す
る
イ
ス

ラ
エ
ル
の
サ
ウ
ル
に
従
属
し
て
か
ら
、
ユ
ダ
の
諸
氏
族
と
の
名
を
得
、
部
族
と
し
て
は
、
ダ
ビ
ダ
が
ヘ
ブ
ロ
ン
で
王
位
に
即
い
た
時
「
ユ
ダ

の
王
」
と
宣
言
し
た
と
き
に
は
じ
ま
る
。
A
・
ア
ル
ト
が
、
イ
ス
ラ
エ
ル
と
ユ
ダ
は
本
来
二
つ
の
異
な
っ
た
民
族
で
な
か
っ
た
か
と
言
う

印
象
を
ぬ
ぐ
い
さ
れ
な
い
と
轡
っ
て
い
る
よ
う
に
、
本
来
イ
ス
ラ
エ
ル
と
は
関
係
の
な
い
も
の
で
あ
る
。
イ
ス
ラ
エ
ル
伝
承
史
に
お
い
て

果
し
て
い
る
ユ
ダ
部
族
の
役
割
は
、
実
は
ダ
ビ
デ
が
イ
ス
ラ
エ
ル
の
王
と
な
っ
て
後
、
イ
ス
ラ
エ
ル
と
ユ
ダ
の
永
続
的
結
合
を
意
図
し
、

そ
の
た
め
イ
ス
ラ
エ
ル
の
諸
伝
承
を
ユ
ダ
の
立
場
か
ら
取
り
入
れ
、
イ
ス
ラ
エ
ル
部
族
組
織
の
一
員
と
し
た
の
で
あ
る
。
即
ち
、
大
イ
ス

ラ
エ
ル
と
言
う
理
念
に
も
と
ず
く
政
治
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
所
産
で
あ
る
。
（
一
三
七
頁
、
一
三
八
頁
）
こ
れ
を
如
実
に
物
語
る
も
の
は
、
創

世
記
四
九
章
の
ヤ
コ
ブ
の
祝
福
で
あ
る
。
こ
こ
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
ユ
ダ
に
関
す
る
も
の
は
、
明
ら
か
に
ダ
ビ
デ
王
国
以
前
の
も
の
で
あ

り
得
な
い
。
何
故
な
ら
、
ユ
ダ
か
ら
将
来
正
鵠
を
も
つ
も
の
が
出
、
部
族
は
他
部
族
の
支
配
者
と
な
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
予
言
は
、
ダ
ビ

デ
の
王
位
に
つ
い
た
事
実
か
ら
出
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
（
一
三
九
頁
）

口
　
民
…
数
一
記
工
六
血
羅

　
詳
細
な
部
族
の
リ
ス
ト
を
伝
え
る
民
数
記
二
六
章
は
、
P
典
で
あ
り
、
捕
囚
後
の
も
の
で
あ
る
。
ノ
ー
ト
は
、
こ
の
リ
ス
ト
の
な
か
に

王
国
創
始
以
後
で
て
こ
な
い
古
い
カ
ナ
ン
の
地
名
が
記
録
さ
れ
て
い
る
と
し
、
こ
れ
を
論
拠
と
し
て
、
以
下
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
。
即
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ち
、
こ
の
部
族
の
リ
ス
ト
は
勿
論
捕
囚
後
の
も
の
で
あ
る
が
、
作
成
に
あ
た
っ
て
、
編
纂
老
は
士
師
時
代
に
起
源
を
も
つ
、
恐
ら
く
他
の

職
的
の
た
め
に
作
成
さ
れ
た
原
資
料
を
使
用
し
た
の
で
な
い
か
。
従
っ
て
、
士
師
時
代
の
状
態
を
示
し
て
い
る
と
、
し
か
し
、
ノ
ー
ト
の

論
拠
は
い
わ
ば
二
戸
的
証
拠
に
す
ぎ
な
い
。
む
し
ろ
±
師
時
代
を
示
し
て
い
な
い
こ
と
を
証
明
す
る
記
事
が
多
い
。
第
一
に
こ
の
部
族
リ

ス
ト
は
、
シ
メ
オ
ン
を
あ
げ
て
い
る
。
し
か
し
シ
メ
オ
ン
は
デ
ボ
ラ
の
歌
に
は
で
て
来
な
い
。
ま
た
歴
史
的
に
言
っ
て
、
シ
メ
オ
ン
部
族

は
事
実
存
在
し
な
か
っ
た
と
言
え
る
。
第
二
に
、
歴
史
的
に
大
な
る
役
割
を
演
じ
た
も
の
と
し
て
文
献
に
で
て
く
る
、
カ
レ
ブ
、
オ
ト
ニ

ユ
ル
等
当
然
ユ
ダ
部
族
の
リ
ス
ト
に
で
て
来
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
氏
族
名
が
記
録
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
従
っ
て
ユ
ダ
に
関
す
る
リ
ス
ト

は
歴
史
的
事
情
を
反
影
し
て
い
な
い
。
第
三
、
マ
ナ
セ
の
リ
ス
ト
に
で
て
来
る
各
氏
族
名
は
、
王
国
時
代
の
徴
税
地
区
名
と
一
致
し
て
い

る
こ
と
。
最
後
に
マ
ナ
セ
が
エ
フ
ラ
イ
ム
よ
り
優
位
を
占
め
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
士
師
記
八
章
一
節
以
下
の
記
事
、
ま
た
十
二
章
一
節

以
下
の
記
事
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
土
師
時
代
を
通
し
て
エ
フ
ラ
イ
ム
が
優
位
を
占
め
て
い
た
の
で
あ
り
、
マ
ナ
セ
が
優
位
を
占
め
た

の
は
、
王
国
時
代
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
以
上
の
記
事
は
い
ず
れ
も
民
数
記
二
六
章
の
記
事
が
士
師
疇
代
の
イ
ス
ラ
ニ
ル
の
状
態
を
示

し
て
い
な
い
こ
と
の
論
拠
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
此
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
丁
数
記
二
六
章
の
部
族
の
リ
ス
ト
は
ダ
ビ
デ
以
後
の
も
の
と

言
う
こ
と
が
出
来
る
（
；
死
一
一
四
一
頁
）
。

倒
　
創
世
記
二
九
章
三
一
節
以
下
の
伝
承

　
伝
承
は
、
十
二
族
長
の
生
誕
を
ヤ
コ
ブ
の
四
人
の
妻
に
そ
れ
ぞ
れ
配
属
し
て
い
る
。
矧
ち
、
レ
ア
…
ル
ペ
ン
、
シ
メ
オ
ン
、
レ
ビ
、
ユ

ダ
、
イ
ッ
サ
カ
ル
、
ゼ
ブ
ル
ン
㈹
、
ラ
ケ
ル
…
ヨ
セ
ブ
、
ベ
ニ
ヤ
ミ
ン
回
、
レ
ア
の
侍
女
ジ
ル
バ
…
ガ
ド
、
ア
セ
ル
目
、
ラ
ケ
ル
の
侍

女
ビ
ル
ハ
…
ダ
ン
、
ナ
フ
タ
リ
ロ
で
あ
る
。
ノ
ー
ト
は
、
こ
れ
を
レ
ア
部
族
群
、
ラ
ケ
ル
部
族
群
、
そ
の
他
の
部
族
群
に
区
分
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
群
に
属
す
る
部
族
が
、
他
の
群
に
属
す
も
の
よ
り
、
相
互
に
よ
り
緊
密
な
関
係
を
も
っ
と
考
え
た
。
こ
う
し
た
考
え
は
、
一
人

ノ
ー
ト
に
限
ら
ず
、
そ
れ
以
前
か
ら
多
く
の
学
者
に
い
だ
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
．
誤
り
で
あ
る
。
所
与
の
伝
承
を
歴
史

的
事
実
を
反
影
す
る
も
の
と
し
て
、
そ
の
ま
ま
受
け
取
る
前
に
、
　
一
度
そ
れ
を
個
々
の
要
素
に
わ
け
て
検
討
し
、
更
に
、
そ
の
叢
々
の
要
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素
が
今
日
の
姿
を
と
る
に
至
っ
た
過
程
を
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
以
上
の
立
場
か
ら
、
こ
の
伝
承
を
民
族
学
的
、
伝
承
史
的
観
点

か
ら
検
討
す
る
時
、
新
し
い
事
実
が
浮
ん
で
来
る
の
で
あ
る
（
一
三
〇
頁
）
。

　
ま
ず
第
一
に
ヤ
コ
ブ
と
イ
ス
ラ
エ
ル
で
あ
る
。
創
世
記
三
二
章
二
三
節
一
三
二
節
の
記
事
は
、
ヤ
コ
ブ
が
イ
ス
ラ
エ
ル
と
改
名
す
る
こ

と
に
な
っ
た
原
因
課
と
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
こ
の
記
事
の
本
来
の
目
的
は
、
こ
の
原
因
課
を
語
る
こ
と
で
な
く
、
絶
所
と

そ
の
層
理
の
禁
忌
事
項
縁
起
が
中
心
を
占
め
て
い
た
。
ヤ
コ
ブ
の
イ
ス
ラ
エ
ル
改
名
は
後
か
ら
こ
の
縁
起
に
追
加
さ
れ
た
二
義
的
の
も
の

に
過
ぎ
な
い
。
民
俗
学
的
見
地
か
ら
見
れ
ば
、
こ
う
し
た
伝
承
は
、
明
ら
か
に
、
ヤ
コ
ブ
と
イ
ス
ラ
エ
ル
が
別
人
で
あ
っ
た
こ
と
を
語
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。
更
に
創
世
記
に
お
い
て
ヤ
コ
ブ
が
イ
ス
ラ
エ
ル
と
な
っ
た
後
も
、
　
ヨ
セ
フ
物
語
り
を
除
い
て
は
専
ら
ヤ
コ
ブ
で
あ

り
、
そ
の
伝
え
る
内
容
は
、
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ヤ
、
シ
リ
ア
の
文
化
で
あ
る
。
イ
ス
ラ
エ
ル
の
名
の
多
く
で
て
く
る
ヨ
セ
ブ
物
語
り
は
、
出
エ

ジ
プ
ト
記
の
伝
承
と
結
び
つ
け
る
意
図
的
編
纂
で
あ
り
、
民
話
的
性
格
を
も
ち
、
歴
史
的
事
実
を
伝
え
る
も
の
と
は
言
え
な
い
（
一
四
二

頁
、
　
一
四
王
頁
）
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
ヤ
コ
ブ
と
イ
ス
ラ
エ
ル
が
、
本
来
相
互
に
何
等
関
係
を
も
た
な
い
別
人
で
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
以
下
の
よ
う
な

推
測
が
可
能
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
ヤ
コ
ブ
を
祖
先
と
し
て
崇
拝
す
る
集
団
（
氏
族
を
単
位
と
す
る
）
…
ヤ
コ
ブ
人
1
ー
ヘ
ブ
ル
人
一
と

イ
ス
ラ
エ
ル
を
祖
先
と
し
て
崇
拝
す
る
集
団
一
原
イ
ス
ラ
エ
ル
人
i
と
は
本
来
何
等
の
関
係
を
持
た
な
い
別
個
の
集
団
で
あ
っ
た
と
。
そ

し
て
、
創
世
記
の
伝
承
が
殆
ん
ど
ヤ
コ
ブ
の
名
に
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ま
た
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
、
シ
リ
ア
の
文
化
を
示
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
ヤ
コ
ブ
人
は
、
北
か
ら
南
下
し
た
も
の
で
あ
り
、
一
方
イ
ス
ラ
エ
ル
人
は
南
方
沙
漠
地
帯
か
ら
北
上
し
た
も
の
で
あ
る
と
。

こ
う
し
た
推
定
が
事
実
と
す
る
な
ら
ば
、
ヤ
ハ
ウ
ェ
礼
拝
を
伝
え
た
者
は
、
原
イ
ス
ラ
エ
ル
人
に
味
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
恐
ら
く
原

イ
ス
ラ
エ
ル
人
は
、
カ
デ
シ
付
近
を
根
拠
地
と
す
る
遊
牧
民
で
、
か
っ
て
ユ
ジ
プ
ト
に
赴
き
、
そ
こ
か
ら
脱
出
し
て
、
再
び
カ
デ
シ
付
近

に
帰
り
、
こ
こ
で
彼
等
の
父
祖
の
神
を
受
容
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
（
一
四
二
頁
、
一
四
三
頁
）
ヤ
コ
ブ
人
の
パ
レ
ス
テ
ィ
ナ
へ
の
侵
入
、

定
着
が
ま
ず
行
な
わ
れ
、
そ
の
後
原
イ
ス
ラ
エ
ル
人
が
こ
の
地
に
侵
入
し
、
両
老
の
接
触
融
合
が
生
じ
、
後
世
イ
ス
ラ
エ
ル
連
合
の
構
成
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員
と
な
る
部
族
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
と
推
定
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
そ
の
際
神
か
ら
先
祖
ヤ
コ
ブ
に
約
束
さ
れ
た
土
地
授
与
の
伝
承
が

共
通
の
伝
承
と
な
り
原
イ
ス
ラ
エ
ル
人
も
、
こ
の
伝
承
に
も
と
ず
い
て
土
地
所
有
の
権
利
を
主
張
出
来
た
と
考
え
ら
れ
る
（
　
三
二
頁
）
。

　
さ
て
、
以
上
の
よ
う
に
伝
承
の
伝
え
る
ヤ
コ
ブ
と
イ
ス
ラ
エ
ル
の
関
係
を
と
ら
え
る
こ
と
が
出
来
る
と
す
れ
ば
丁
田
に
、
ヤ
コ
ブ
の
四

人
の
妻
、
レ
ア
、
ラ
ケ
ル
、
ジ
ル
バ
、
ビ
ル
ハ
と
ヤ
コ
ブ
と
の
関
係
は
ど
お
で
あ
ろ
う
か
。

　
「
レ
ア
」
と
い
う
語
は
、
ア
ラ
ビ
ヤ
語
と
の
関
連
か
ら
、
牝
の
野
牛
の
意
と
も
と
れ
、
ま
た
そ
の
語
根
か
ら
解
釈
す
れ
ぼ
蛇
の
意
と
も

と
れ
る
。
牡
牛
、
牝
牛
は
、
共
に
カ
ナ
ン
の
古
き
豊
穣
神
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
り
、
ま
た
神
の
別
名
で
も
あ
っ
た
。
ま
た
蛇
も
同
様
、
生
産

力
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
り
、
豊
穣
を
司
る
女
神
の
別
名
で
あ
っ
た
（
；
葭
頁
）
。
こ
う
し
た
解
釈
に
よ
れ
ば
、
レ
ア
は
本
来
人
名
で
な
く
、

土
地
の
住
民
か
ら
崇
拝
さ
れ
て
い
た
女
神
で
な
か
っ
た
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　
「
ラ
ケ
ル
」
と
言
う
語
は
母
羊
を
意
味
す
る
。
こ
れ
も
本
来
生
産
力
を
意
味
す
る
七
型
で
あ
る
。
ま
た
伝
承
で
「
ラ
ヶ
ル
の
今
一
が
で

て
来
る
が
、
近
東
ア
ジ
ア
に
お
い
て
、
生
産
力
、
墓
と
い
う
観
念
は
、
生
産
を
司
る
神
ま
た
ぱ
母
神
の
特
徴
で
あ
る
。
ま
た
伝
承
で
、
あ

る
期
間
不
妊
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
母
神
の
敵
モ
ト
（
死
の
神
一
溶
溶
）
が
支
配
し
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ

の
「
菓
綴
は
、
今
日
の
シ
リ
ア
、
パ
レ
ス
テ
ィ
ナ
に
お
い
て
、
女
神
の
礼
拝
揚
所
巨
丸
瓦
で
あ
り
、
　
ア
ラ
ビ
ヤ
語
の
婁
9
。
嬬
は
聖
所
を
意

味
す
る
と
同
時
に
墓
を
も
意
味
す
る
。
更
に
伝
承
か
ら
、
　
「
ラ
ケ
ル
の
墓
」
は
エ
フ
ラ
イ
ム
の
山
地
に
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
よ

う
に
見
る
時
、
ラ
ケ
ル
も
レ
ア
と
同
じ
く
人
名
で
は
な
く
、
そ
の
は
じ
め
、
エ
フ
ラ
イ
ム
の
山
地
を
中
心
と
す
る
牧
人
麟
か
ら
崇
拝
さ
れ

て
い
た
女
神
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
（
＝
三
二
頁
）
。

　
「
ジ
ル
バ
」
　
「
ビ
ル
ハ
」
は
語
根
か
ら
解
釈
し
て
、
前
者
は
「
悪
」
後
者
は
「
驚
樗
」
を
意
味
す
る
。
こ
れ
も
岡
じ
く
女
神
と
考
え
ら

れ
る
。
伝
承
に
お
い
て
レ
ア
と
ジ
ル
バ
、
ラ
ケ
ル
と
ビ
ル
ハ
が
そ
れ
ぞ
れ
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
元
来
同
一
女
神
の
相
反
す

る
性
格
を
意
味
し
た
も
の
と
推
測
で
き
る
。
例
え
ば
、
ラ
ッ
シ
ヤ
ム
ラ
文
書
に
で
て
く
る
女
神
、
ア
シ
ュ
タ
ル
ト
、
ア
シ
エ
ラ
ア
、
ア
ナ

ト
は
、
慈
愛
に
満
ち
た
愛
の
神
で
あ
っ
た
と
同
様
、
他
方
で
は
、
血
を
瑞
ぎ
求
め
る
戦
争
神
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
生
産
の
主
で
あ
る
バ
ア
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ル
と
死
の
神
モ
ト
が
、
同
一
神
の
相
反
す
る
機
能
が
分
裂
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
二
神
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
　
レ

ア
、
ジ
ル
バ
、
ラ
ケ
ル
、
ビ
ル
ハ
も
、
も
と
同
一
神
の
相
反
す
る
機
能
が
分
裂
し
て
二
神
と
な
っ
た
と
も
推
測
で
き
る
（
　
三
五
頁
）
。

　
さ
て
、
以
上
の
よ
う
に
四
人
の
妻
が
、
女
神
を
意
味
す
る
と
す
れ
ば
、
　
こ
れ
ら
の
女
神
と
族
長
ヤ
コ
ブ
と
の
関
係
は
ど
お
で
あ
ろ

う
か
。

　
神
話
的
人
物
像
と
な
っ
た
族
長
と
女
神
と
の
結
合
は
、
周
知
の
よ
う
に
、
ア
プ
ラ
」
ハ
ム
と
ハ
ラ
ン
の
女
神
サ
ラ
、
ナ
ホ
ル
と
女
神
ミ
ル

カ
の
結
合
が
示
す
よ
う
に
十
分
可
能
で
あ
る
。
恐
ら
く
、
ヤ
コ
ブ
人
が
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
の
草
原
地
帯
、
山
麓
の
牧
草
地
帯
を
遊
牧
し
て
い

た
段
階
で
、
ヤ
コ
ブ
と
レ
ア
の
結
合
が
生
じ
、
そ
の
後
胤
フ
ラ
イ
ム
山
地
へ
の
移
動
定
住
後
、
こ
の
地
で
崇
拝
さ
れ
て
い
た
女
神
ラ
ケ
ル

が
第
二
洋
字
と
し
て
ヤ
コ
ブ
に
結
び
つ
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ジ
ル
バ
、
ビ
ル
ハ
と
の
結
合
、
ま
た
そ
の
時
期
に
関
し
て
は
不
明
で

あ
る
が
、
こ
れ
は
、
こ
う
し
た
遊
牧
民
の
間
で
好
ん
で
語
ら
れ
た
不
妊
の
妻
が
そ
の
侍
女
に
よ
っ
て
子
を
得
る
と
書
う
民
話
、
ま
た
は
、

そ
う
し
た
慣
習
と
関
係
あ
る
も
の
で
あ
ろ
う
（
；
薩
頁
、
一
三
五
頁
）
。

　
さ
て
、
以
上
の
推
定
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
ヤ
コ
ブ
と
四
人
の
妻
と
の
関
係
は
、
伝
承
の
性
格
一
文
化
宗
教
等
が
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
、
シ

リ
ア
、
パ
レ
ス
テ
ィ
ナ
の
そ
れ
を
示
し
て
い
る
一
か
ら
原
イ
ス
ラ
エ
ル
人
の
侵
入
よ
り
は
や
か
っ
た
と
言
え
る
。
す
く
な
く
と
も
レ
ァ
と

ラ
ケ
ル
に
関
し
て
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
そ
の
際
古
き
レ
ア
に
対
し
て
、
家
畜
の
繁
殖
を
司
る
母
神
と
し
て
崇
拝
さ
れ
た
ラ
ケ
ル
が
、

ヤ
コ
ブ
の
最
も
愛
す
る
も
の
と
な
っ
た
こ
と
も
、
そ
の
住
民
と
な
っ
た
ヤ
コ
ブ
人
と
そ
の
墓
と
の
新
し
い
結
び
つ
き
か
ら
言
っ
て
当
然
の

結
果
と
言
え
る
。

　
第
三
に
十
二
族
長
の
生
誕
は
ど
お
で
あ
ろ
う
か
。
葺
セ
ブ
か
ら
考
察
し
て
行
こ
う
。
ヨ
シ
ュ
ア
記
二
四
章
三
二
節
で
、
エ
フ
ラ
イ
ム
の

山
地
に
白
黒
ブ
の
墓
が
あ
っ
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
　
こ
こ
で
は
、
　
エ
ジ
プ
ト
脱
出
の
時
、
イ
ス
ラ
エ
ル
人
が
ヨ
セ
ブ
の
骨
を
持
っ

て
、
カ
ナ
ン
の
地
に
入
り
、
こ
の
地
の
征
服
後
こ
こ
に
埋
葬
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
説
明
は
、
あ
と
で
編
纂
者
に

よ
っ
て
矧
世
記
の
ヨ
セ
ブ
物
語
り
と
関
連
さ
せ
る
た
め
に
意
図
的
に
加
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
（
一
四
三
、
一
四
四
頁
）
。
　
こ
こ
で
明
ら
か
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な
こ
と
は
、
こ
の
地
に
「
二
四
ブ
の
墓
」
が
あ
っ
た
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
墓
は
、
古
く
は
そ
の
地
の
住
民
が
先
祖
の
墓
と
し
、
守

護
神
の
住
居
と
し
て
崇
拝
し
た
国
所
（
≦
農
）
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ヤ
コ
ブ
人
移
住
の
後
、
こ
の
聖
所
は
ヤ
コ
ブ
人
の
聖
所
と
な

り
、
そ
の
礼
拝
に
参
与
す
る
と
共
に
、
そ
の
礼
拝
行
為
を
通
し
て
、
い
っ
か
王
代
ブ
を
彼
等
の
族
長
の
系
列
に
掬
え
、
ヤ
コ
ブ
の
愛
す
る

妻
ラ
ケ
ル
の
子
と
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
翌
翌
イ
ス
ラ
エ
ル
人
の
侵
入
が
あ
り
、
エ
フ
ラ
イ
ム
山
地
で
の
定
住
生
活
に
お
い
て
、

ヤ
コ
ブ
ー
ラ
ケ
ル
の
伝
承
、
ま
た
そ
の
崇
拝
を
知
り
、
ヤ
コ
ブ
ー
ラ
ケ
ル
ー
ヨ
セ
ブ
の
伝
承
を
受
容
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
原
イ
ス
ラ
エ

ル
人
の
多
く
は
ヨ
セ
ブ
の
子
と
な
り
（
｝
凶
六
買
）
そ
し
て
、
　
ヨ
セ
ブ
の
子
と
な
っ
た
原
イ
ス
ラ
エ
ル
人
の
中
か
ら
、
後
世
、
　
イ
ス
ラ
エ

ル
連
合
形
成
に
お
い
て
指
導
的
役
割
を
果
す
も
の
が
で
た
と
推
察
さ
れ
る
（
一
廻
二
頁
）
。
ま
た
ヤ
コ
ブ
人
の
う
ち
あ
る
要
素
が
、
こ
れ
に

加
わ
っ
た
こ
と
も
当
然
予
測
で
き
る
（
一
西
陣
、
一
四
西
頁
）
。
従
っ
て
、
　
こ
の
ヨ
セ
ブ
は
熱
唱
ブ
物
語
り
に
で
て
く
る
エ
ジ
プ
ト
脱
出
時

の
原
イ
ス
ラ
エ
ル
人
と
は
、
本
来
何
の
関
係
も
、
も
た
な
か
っ
た
と
言
え
る
。

　
ベ
ニ
ヤ
ミ
ソ
は
、
伝
承
で
は
、
ヨ
セ
ブ
の
弟
と
な
っ
て
い
る
が
、
伝
承
史
的
に
見
れ
ば
、
ラ
ケ
ル
の
子
と
な
っ
た
の
は
ヨ
セ
ブ
よ
り
前

で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
ベ
ニ
ヤ
ミ
ン
と
ラ
ケ
ル
の
関
係
は
、
ラ
ケ
ル
の
墓
礼
拝
に
お
け
る
、
ラ
ケ
ル
の
死
を
語
る
聖
王
縁
起
か
ら
生

じ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
女
神
ラ
ケ
ル
は
何
故
死
ん
だ
か
、
こ
れ
に
対
す
る
答
が
伝
承
の
語
る
ベ
ニ
ヤ
ミ
ン
の
誕
生
で
あ
る
。
ラ
ケ
ル

は
子
供
の
出
産
の
た
め
に
死
ん
だ
の
で
あ
る
。
即
ち
、
民
族
学
的
に
言
っ
て
、
こ
れ
は
新
し
い
生
命
力
、
祝
福
の
担
い
手
の
誕
生
で
あ

る
。
こ
の
誕
生
に
よ
っ
て
住
民
に
新
し
い
繁
栄
の
時
代
が
約
束
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
死
に
際
し
て
、
ラ
ケ
ル
が
子
を
ベ
ノ

ニ
（
私
の
苦
し
み
の
子
）
と
呼
ん
だ
の
に
対
し
て
、
ヤ
コ
ブ
が
ベ
ニ
ヤ
ミ
ン
（
幸
福
の
子
）
と
変
更
し
た
こ
と
を
伝
え
る
伝
承
（
翻
世
記
一
一
一
五
章

＋
心
添
）
か
ら
も
推
測
で
き
る
。
聖
所
縁
起
に
お
い
て
、
女
神
の
死
は
、
そ
れ
に
代
わ
る
一
掃
の
新
し
い
神
で
十
分
で
あ
る
。
従
っ
て
、

ベ
ニ
ヤ
、
、
、
ン
と
う
ケ
ル
の
関
係
は
、
ヨ
セ
ブ
と
ラ
ケ
ル
の
そ
れ
よ
り
も
古
い
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
ま
た
、
後
か
ら
ラ
ケ
ル
の
子

と
な
っ
た
ヨ
セ
ブ
が
ベ
ニ
ヤ
、
、
・
ン
の
隔
た
る
地
位
を
得
た
の
で
あ
る
。
ヨ
セ
ブ
の
子
等
と
、
ベ
ニ
ヤ
ミ
ン
の
子
等
と
は
、
古
く
か
ら
密
接

な
関
係
を
も
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
パ
レ
ス
テ
ィ
ナ
の
ベ
ニ
ヤ
ミ
ン
（
南
か
ら
の
子
）
は
、
マ
リ
ー
丈
書
の
半
遊
牧
民
ベ
ネ
ー
ヤ
ミ
ニ
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イ
ー
と
無
関
係
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
、
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ヤ
か
ら
移
住
し
た
ヤ
コ
ブ
人
に
属
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
（
一
四
五
頁
）
。

　
以
上
の
ラ
ケ
ル
ー
ヨ
セ
ブ
、
ベ
ニ
ヤ
ミ
ン
の
系
譜
は
、
原
イ
ス
ラ
エ
ル
人
の
侵
入
以
前
に
既
に
確
定
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
従
っ

て
、
そ
の
後
ヤ
コ
ブ
の
子
と
な
っ
た
も
の
は
レ
ア
と
関
係
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
レ
ビ
、
シ
メ
オ
ン
は
、
部
族
と
し
て
成
立
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
原
イ
ス
ラ
エ
ル
人
の
侵
入
以
前
の
こ
と
と
思
わ
れ

る
。
そ
し
て
、
原
イ
ス
ラ
エ
ル
人
の
侵
入
時
に
は
既
に
消
滅
し
て
い
た
。
創
世
紀
三
四
章
の
記
事
は
、
ヤ
コ
ブ
が
シ
ケ
ム
の
ハ
モ
ル
一
族

と
契
約
関
係
を
結
ん
で
い
た
こ
と
、
シ
メ
オ
ン
と
レ
ビ
の
裏
切
り
行
為
が
父
ヤ
コ
ブ
に
嫌
ら
わ
れ
た
こ
と
を
告
げ
て
い
る
。
こ
の
記
事
は

原
イ
ス
ラ
エ
ル
人
の
侵
入
以
前
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
当
時
シ
メ
オ
ソ
と
レ
ピ
が
ヤ
コ
ブ
の
子
と
な
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の

こ
部
族
は
、
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ヤ
か
ら
移
住
し
た
ヤ
コ
ブ
人
に
属
す
も
の
で
な
く
、
シ
ナ
イ
半
島
か
ら
ネ
ゲ
ブ
を
通
っ
て
来
た
部
族
群
に
属
す

も
の
と
考
え
ら
れ
る
（
一
四
六
頁
）
。

　
ル
ペ
ン
は
デ
ボ
ラ
の
歌
に
あ
る
よ
う
に
連
合
の
構
成
員
で
あ
っ
た
。
伝
承
は
ル
ペ
ン
が
ヤ
コ
ブ
の
長
子
で
あ
る
こ
と
を
繰
り
返
し
伝
え

て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
、
イ
ス
ラ
エ
人
と
の
関
係
か
ら
で
て
こ
な
い
の
で
あ
る
。
ヤ
コ
ブ
の
祝
福
は
、
ル
ペ
ン
を
長
子
で
齢

り
な
が
ら
最
早
や
す
ぐ
れ
た
も
の
で
な
い
と
伝
え
て
い
る
。
ヨ
シ
ュ
ア
記
一
五
章
六
節
に
あ
る
ボ
ハ
ソ
の
石
に
つ
い
て
の
記
事
か
ら
、
ル

ペ
ン
人
は
原
イ
ス
ラ
エ
ル
人
の
侵
入
以
前
エ
フ
ラ
イ
ム
山
地
付
近
に
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
、
ヤ
コ
ブ
人
に
属
し
て
い
た
と
言
う
こ
と
が

で
き
る
（
…
四
七
買
）
。

　
原
イ
ス
ラ
エ
ル
人
の
侵
入
以
前
に
ヤ
コ
ブ
は
他
に
子
を
も
っ
た
か
、
広
言
す
れ
ば
後
世
イ
ス
ラ
エ
ル
人
と
な
っ
た
部
族
が
心
妻
に
い
た

か
ど
お
か
は
明
瞭
で
な
い
。
　
た
だ
メ
サ
碑
文
で
、
ガ
ド
（
ギ
レ
ア
デ
）
が
イ
ス
ラ
エ
ル
と
区
別
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
ら
見
て
こ
の
可
能

性
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
（
一
四
七
頁
）
。
　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
原
イ
ス
ラ
ユ
ル
人
の
．
侵
入
以
前
に
、
以
上
の
ヤ
コ
ブ
の
子
等
（
氏
族
ま
た

は
部
族
）
の
間
に
一
つ
の
組
織
が
成
立
し
、
ル
ペ
ン
を
長
子
と
す
る
レ
ア
、
ラ
ケ
ル
と
の
関
係
が
成
立
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
原
イ
ス
ラ
エ
ル
人
の
侵
入
後
、
新
た
な
部
族
が
出
現
し
た
。
マ
キ
ル
（
マ
ナ
セ
）
が
、
エ
フ
ラ
イ
ム
の
北
方
へ
の
拡
大
に
よ
っ
て
、
ダ
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ソ
（
エ
フ
ラ
イ
ム
に
属
す
る
一
氏
黙
）
は
北
方
へ
の
移
動
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
部
族
と
な
り
、
そ
れ
と
共
に
、
イ
ス
ラ
エ
ル
以
前
の

古
き
諸
伝
承
が
受
容
さ
れ
、
ヤ
コ
ブ
ー
レ
ア
ー
ラ
ケ
ル
、
ヨ
セ
ブ
、
ベ
ニ
ヤ
ミ
ソ
、
ル
ベ
ソ
等
々
の
関
係
が
、
各
部
族
闘
の
関
係
に
あ
て

は
め
ら
れ
、
系
譜
的
に
組
織
化
さ
れ
て
い
っ
た
。
ヨ
セ
ブ
と
べ
ニ
ャ
ミ
ソ
は
ラ
ケ
ル
の
子
と
し
て
、
兄
弟
と
さ
れ
、
北
方
に
位
置
し
た
部

族
、
ゼ
ブ
ル
ン
と
イ
ッ
サ
カ
ル
（
上
夷
フ
諸
部
族
の
拡
大
の
結
果
成
立
）
は
地
理
的
位
置
に
よ
り
兄
弟
と
し
て
レ
ア
に
、
…
士
師
時
代
と
思
わ

れ
る
一
・
、
。
タ
ン
（
エ
フ
ラ
イ
ム
の
一
氏
族
で
あ
っ
た
）
と
ナ
フ
タ
リ
は
地
理
的
理
曲
に
よ
っ
て
、
ラ
ケ
ル
の
侍
女
ビ
ル
ハ
に
、
一
士
師
時
代
と

思
わ
れ
る
一
、
ガ
ド
と
ア
セ
ル
は
、
語
源
的
理
由
（
共
に
幸
福
を
意
味
す
る
）
に
よ
っ
て
兄
弟
と
さ
れ
レ
ア
の
侍
女
ジ
ル
バ
に
、
そ
れ
ぞ
れ

区
分
さ
れ
た
の
で
あ
る
（
一
四
八
、
一
照
九
頁
）
。

　
さ
て
、
こ
う
し
た
系
譜
的
組
織
化
が
行
な
わ
れ
た
具
体
的
事
情
、
完
成
し
た
時
期
等
は
明
瞭
で
な
い
。
し
か
し
、
士
師
時
代
に
お
い
て

は
、
最
大
限
十
部
族
の
系
譜
以
上
の
も
の
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
で
は
、
今
日
の
伝
承
の
伝
え
る
十
二
部
族
の
系
譜
は
い
か
に

し
て
成
立
し
た
で
あ
ろ
う
か
。

　
ユ
ダ
は
士
師
時
代
に
お
い
て
連
合
の
一
員
で
は
な
か
っ
た
。
従
っ
て
こ
の
系
譜
と
も
無
関
係
で
あ
っ
た
。
伝
承
の
伝
え
る
十
二
部
族
の

系
譜
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
と
ユ
ダ
を
続
一
し
た
イ
ス
ラ
エ
ル
王
国
の
永
続
を
願
う
ダ
ビ
デ
王
朝
の
も
と
で
意
図
的
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
ダ
ビ
デ
王
朝
が
、
イ
ス
ラ
エ
ル
を
含
む
王
騒
を
維
持
し
、
そ
の
正
当
性
を
得
る
た
め
に
は
古
き
歴
史
を
も
つ
イ
ス
ラ
エ
ル
連
合
の
一

員
に
ユ
ダ
を
加
え
る
必
要
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
十
都
留
に
ユ
ダ
を
加
え
単
に
十
一
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
王
国
謄
代
既
に
消

滅
し
て
い
た
ル
ペ
ン
を
取
り
去
っ
て
代
り
に
ユ
ダ
を
鐙
く
こ
と
も
臨
来
な
い
。
何
故
な
ら
士
師
時
代
に
は
、
尚
残
存
せ
る
ル
ペ
ン
人
が
東

ヨ
ル
ダ
ン
に
お
い
て
連
丘
の
一
員
と
し
て
数
え
ら
れ
、
伝
承
に
お
い
て
は
長
子
と
し
て
の
地
位
を
得
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
古
き
伝
承
を

生
か
す
た
め
に
は
、
更
に
、
ヤ
コ
ブ
の
子
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
シ
メ
オ
ン
、
レ
ビ
も
共
に
取
り
い
れ
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
こ
の
三

者
を
取
り
い
れ
る
こ
と
は
逆
に
ユ
ダ
に
も
、
そ
の
場
所
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。
現
実
に
ル
ペ
ン
、
シ
メ
オ
ン
、
レ
ビ
は
消
滅
し
て
い
る

の
で
あ
る
か
ら
次
に
お
か
れ
る
ユ
ダ
は
現
存
せ
る
諸
部
族
の
長
兄
と
な
り
、
支
配
者
と
し
て
の
正
当
な
資
格
を
得
る
こ
と
が
繊
来
る
。
し
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か
し
こ
れ
で
は
十
三
に
な
る
。
こ
の
数
は
十
一
と
言
様
不
可
能
で
あ
る
。
数
は
聖
な
る
数
と
し
て
十
二
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
マ
ナ
セ
と

エ
フ
ラ
イ
ム
は
共
に
巴
里
ブ
の
子
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
合
せ
て
ヨ
セ
ブ
と
す
れ
ば
数
は
十
二
と
な
る
。
今
日
の
伝
承
の
伝
え
る
十
二
部

族
の
系
譜
は
、
恐
ら
く
、
古
き
伝
承
を
資
料
と
し
て
、
以
上
の
よ
う
な
手
続
を
経
て
作
成
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
（
一
四
九
頁
）
。
従

っ
て
、
ノ
ー
ト
が
隠
里
記
の
部
族
の
リ
ス
ト
よ
り
創
世
記
二
九
章
三
一
節
以
下
の
部
族
の
リ
ス
ト
を
よ
り
古
い
も
の
と
し
て
い
る
が
、
こ

れ
は
逆
で
あ
る
（
一
四
一
一
頁
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三

　
以
上
は
わ
れ
わ
れ
が
掲
げ
た
前
述
の
問
に
対
す
る
モ
ー
ヴ
ィ
ン
ケ
ル
の
論
考
を
筆
者
の
理
解
に
従
っ
て
6
ユ
ダ
部
族
目
民
上
記
二

六
章
国
創
世
記
二
九
章
三
一
節
以
下
の
十
二
族
長
の
生
誕
伝
承
の
順
に
整
理
し
そ
の
大
要
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
モ
ー
ヴ
ィ
ン
ケ
ル

は
、
士
師
記
デ
ボ
ラ
の
歌
を
イ
ス
ラ
エ
ル
連
合
の
部
族
を
示
す
唯
一
の
史
料
と
考
え
、
そ
こ
か
ら
イ
ス
ラ
エ
ル
は
十
部
族
の
連
合
と
し
て

成
立
し
た
と
断
定
し
、
ノ
ー
ト
が
確
実
な
史
料
と
し
て
取
り
上
げ
た
前
述
の
形
式
を
異
に
す
る
部
族
の
リ
ス
ト
を
民
俗
学
的
、
伝
承
史
的

観
点
か
ら
こ
れ
を
分
析
し
、
そ
れ
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
部
族
の
系
譜
が
今
日
の
姿
を
と
る
に
至
っ
た
経
過
を
以
上
の
よ
う
に
推
定

し
、
こ
れ
は
後
代
の
意
図
的
編
纂
に
よ
る
も
の
で
従
っ
て
虚
構
的
、
理
論
的
構
成
の
所
産
で
あ
る
と
断
定
し
、
ノ
ー
ト
と
は
全
く
異
な
る

イ
ス
ラ
エ
ル
連
合
形
成
の
新
し
い
仮
説
を
提
唱
し
た
の
で
あ
る
。

　
今
、
以
上
の
モ
ー
ヴ
イ
シ
ケ
ル
の
論
考
に
対
し
て
一
、
二
私
見
を
述
べ
て
見
た
い
。

　
第
一
は
、
　
モ
ー
ヴ
イ
ン
ケ
ル
が
ノ
ー
ト
の
イ
ス
ラ
エ
ル
宗
合
連
合
説
に
対
し
て
、
　
そ
の
学
説
の
大
部
分
を
承
認
す
る
が
、
　
た
だ
「
十

二
」
と
い
う
数
に
だ
け
反
対
す
る
と
言
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
（
一
三
七
頁
）
。
し
か
し
、
モ
ー
ヴ
ィ
ン
ケ
ル
は
、
ノ
ー
ト
が
論
証
に
あ
た

っ
て
確
実
な
史
料
と
し
て
取
り
上
げ
た
伝
承
を
史
料
価
値
な
き
も
の
と
し
、
更
に
そ
れ
が
後
世
の
虚
構
的
理
論
的
構
成
の
所
産
で
あ
る
と

断
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
筆
者
の
理
解
に
従
え
ば
、
ノ
ー
ト
の
使
用
す
る
上
記
の
史
料
が
虚
構
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
ノ
ー
ト
の
宗

教
連
合
説
は
最
も
重
要
な
論
拠
を
失
う
こ
と
に
な
り
、
そ
の
学
説
を
、
根
本
的
に
修
正
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
従
っ
て
モ
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ー
ヴ
ィ
ン
ケ
ル
が
、
ノ
ー
ト
の
学
説
の
大
部
分
を
承
認
し
、
た
だ
「
十
二
部
族
」
で
な
く
「
十
部
族
」
の
宗
教
連
合
と
し
て
成
立
し
た
と

言
う
場
合
、
上
記
の
史
料
価
値
を
否
定
す
る
限
り
、
モ
ー
ヴ
ィ
ン
ケ
ル
自
身
も
そ
の
論
拠
を
失
い
、
新
に
イ
ス
ラ
エ
ル
が
十
部
族
の
宗
教

連
舎
と
し
て
成
立
し
た
こ
と
を
、
繰
言
記
デ
ボ
ラ
の
歌
を
論
拠
と
し
て
論
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。
し
か
し
、
モ
ー
ヴ
ィ
ン

ケ
ル
は
ヤ
ハ
ウ
ェ
神
の
受
容
を
原
イ
ス
ラ
エ
ル
人
の
中
か
ら
エ
ジ
プ
ト
に
赴
き
、
脱
出
後
再
び
カ
デ
シ
付
近
に
も
ど
っ
た
者
が
、
こ
こ
で

父
祖
の
神
を
受
容
し
た
と
言
っ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
此
の
点
多
く
の
疑
閥
を
残
す
の
で
あ
る
。
こ
の
論
文
で
は
、
創
世
紀
だ
け
を
・
取
り

扱
い
、
出
エ
ジ
プ
ト
記
の
、
神
の
救
済
、
シ
ナ
イ
の
伝
承
等
に
全
然
ふ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
が
、
ノ
ー
ト
の
学
説
と
は
異
な
る
の
で
あ

る
。
恐
ら
く
モ
…
ヴ
ィ
ン
ケ
ル
は
一
方
で
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
が
宗
教
連
合
と
し
て
成
立
し
た
こ
と
を
霞
明
の
も
の
と
し
、
他
方
摺
師
記
デ

ボ
ラ
の
歌
を
唯
一
の
史
料
と
確
信
す
る
こ
と
か
ら
十
部
族
の
宗
教
連
合
と
し
て
成
立
し
た
に
違
い
な
い
と
断
定
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
デ
ボ
ラ
の
歌
も
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
長
き
連
合
時
代
の
一
時
期
を
示
し
て
い
る
に
過
ぎ
ず
、
イ
ス
ラ
エ
ル
連
合
の
成
立
時
の
事
態

を
示
し
て
い
る
も
の
で
な
い
。
ま
た
ユ
ダ
部
族
は
士
師
時
代
を
通
し
て
イ
ス
ラ
エ
ル
欝
欝
と
関
係
を
も
た
な
か
っ
た
と
言
う
の
で
あ
る

が
、
こ
の
論
考
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
モ
ー
セ
六
書
及
び
士
清
規
に
出
て
く
る
ユ
ダ
の
記
事
は
、
す
べ
て
後
代
の
も
の
か
、
後
代
の
編
纂

に
お
い
て
、
意
図
的
に
挿
入
さ
れ
た
も
の
と
言
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
ふ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
確
か
に
、
ダ
ビ
デ

出
現
か
ら
王
難
の
無
始
、
更
に
王
国
の
分
裂
に
直
る
イ
ス
ラ
エ
ル
史
を
検
討
す
る
時
、
イ
ス
ラ
エ
ル
と
ユ
ダ
と
の
性
格
の
著
し
い
桐
違
に

気
付
く
の
で
あ
る
。
統
一
王
騒
樹
立
に
お
い
て
、
ダ
ビ
デ
の
イ
ス
ラ
エ
ル
諸
部
族
に
毅
し
て
と
っ
た
並
々
な
ら
ぬ
配
慮
、
王
国
分
裂
に
際

し
て
、
北
方
諸
部
族
の
ユ
ダ
に
示
し
た
態
度
（
拙
稿
イ
ス
ラ
エ
ル
史
に
お
け
る
王
権
の
確
立
と
そ
の
特
質
、
北
大
交
学
部
紀
要
＋
二
・
7
7
参
照
）
か
ら

A
・
ア
ル
ト
の
よ
う
に
イ
ス
ラ
エ
ル
と
ユ
ダ
は
本
来
異
な
る
民
族
で
な
か
っ
た
か
と
…
吾
う
印
象
を
受
け
る
の
で
あ
る
（
〉
甲
≧
詳
囚
回
Φ
ぎ
⑦

ω
o
掌
同
番
8
嵩
§
O
①
o
。
o
げ
諄
Φ
篇
．
＜
○
軒
Φ
ω
H
ω
H
鶯
巴
v
H
り
笛
ω
”
＝
”
ω
・
H
跨
．
）
従
っ
て
、
モ
ー
ヴ
ィ
ン
ケ
ル
の
量
醐
う
よ
・
り
に
土
師
宮
代
を
鴨
旭
し
て
、

ユ
ダ
が
遮
合
の
一
員
で
な
か
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
以
上
の
相
違
の
由
来
す
る
と
こ
ろ
が
実
に
判
然
と
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
後
代

の
歴
史
事
情
か
ら
受
け
る
単
な
る
印
象
を
も
っ
て
十
分
の
論
証
を
経
ず
し
て
、
デ
ボ
ラ
の
歌
を
唯
一
の
史
料
と
し
、
ユ
ダ
が
こ
の
連
合
と

4e　一



関
係
を
も
た
な
か
っ
た
と
断
定
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
独
断
の
誘
を
免
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
わ
れ
わ
れ
は
、
此
の
点
に
関
す
る
モ
ー
ヴ
ィ

ン
ケ
ル
の
提
唱
を
ユ
ダ
と
イ
ス
ラ
エ
ル
に
関
す
る
注
図
す
べ
き
問
題
提
起
と
し
て
受
取
る
に
止
め
た
い
と
思
う
。

　
第
二
は
、
モ
ー
ヴ
ィ
ン
ケ
ル
が
十
二
族
長
の
生
誕
伝
承
を
民
俗
学
的
、
伝
承
史
的
立
場
か
ら
分
析
し
、
検
討
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

ヤ
コ
ブ
と
イ
ス
ラ
エ
ル
、
　
レ
ア
と
ラ
ケ
ル
、
ジ
ル
バ
と
ビ
ル
ハ
、
　
ヨ
セ
ブ
と
ベ
ニ
ヤ
ミ
ソ
等
々
に
関
す
る
民
俗
学
的
、
伝
承
史
的
考
証

は
、
確
か
に
わ
れ
わ
れ
に
多
く
の
指
唆
を
与
え
て
い
る
。
ま
た
ノ
…
ト
が
こ
の
伝
承
を
所
与
の
も
の
と
し
て
受
取
り
、
十
分
な
検
討
を
加

え
ず
に
史
料
と
し
た
こ
と
を
鋭
く
つ
い
て
い
る
。
し
か
し
、
伝
承
を
細
分
し
て
個
々
の
要
素
に
わ
け
、
他
の
伝
承
と
の
関
連
を
考
え
ず
民

族
学
的
方
法
を
個
々
の
要
素
に
適
用
さ
せ
た
結
果
解
釈
が
一
方
的
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
ヤ
コ
ブ
と
イ
ス
ラ
エ
ル
が

縞
入
で
あ
っ
た
と
推
定
す
る
論
拠
は
、
民
俗
学
的
方
則
に
よ
っ
て
と
だ
け
述
べ
、
更
に
、
そ
こ
か
ら
直
ち
に
ヤ
コ
ブ
人
と
原
イ
ス
ラ
エ
ル

人
を
全
く
別
個
の
集
団
と
推
定
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
、
ま
た
エ
フ
ラ
イ
ム
、
マ
ナ
セ
、
ゼ
ブ
ル
ソ
、
イ
ヅ
サ
カ
ル
、
ダ
ン
、
ガ
ド
、

ア
セ
ル
等
に
関
し
て
は
説
明
が
な
く
、
論
旨
が
一
貫
し
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
そ
の
解
釈
を
も
と
に
、
個
々
の
要
素
か
ら
も

と
の
全
体
を
構
成
す
る
時
、
論
拠
が
や
は
り
不
十
分
で
あ
る
。
例
え
ば
、
地
理
的
理
由
、
語
源
的
理
由
に
よ
っ
て
異
な
る
部
族
が
兄
弟
部

族
と
さ
れ
た
と
の
推
定
は
、
十
分
な
る
論
証
と
は
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
今
日
の
旧
約
文
献
の
あ
り
方
か
ら
言
っ
て
止
む
を
得
な

い
と
こ
ろ
と
思
わ
れ
る
が
、
し
か
し
、
半
面
、
モ
ー
ヴ
ィ
ン
ケ
ル
が
、
十
二
族
長
の
系
譜
を
ユ
ダ
王
朝
下
に
お
け
る
、
編
纂
者
の
意
図
的

作
品
と
断
定
し
、
そ
の
断
定
が
さ
き
に
あ
っ
て
、
論
拠
不
十
分
の
ま
ま
形
を
整
え
よ
う
と
し
た
結
果
で
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ

る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
モ
ー
ヴ
ィ
ン
ケ
ル
の
以
上
の
論
考
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
イ
ス
ラ
エ
ル
民
族
成
立
経
過
を
明
白
に
知
る
こ
と
が
で
き

ず
、
む
し
ろ
増
々
多
く
の
聞
題
が
で
て
く
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
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